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看れは日光の分散光の存在を明示してみる・彼は稀薄な氣体で

はなく光の波長に比して無覗できない程の大きさを有する粒子

の集團によるのであらうご言ってみる・

　6．　月Eの關係

　新月の前後数日間は見えてみる．明るい遊星の影響も

考へねばならat．

　ジョ1ンスは例の日本への航海の際に，『月による黄道光』

なるものを初めて登面してみる．それは宵，東天に月の上るその

　直前著しく季べつたいが，普蓮の黄道光に類似しアこ光が黄道

上に見られtz　S言ってみるのである・そしてその光は大氣の月

光の爲に照らされたものこは全然趣を異にしてみるご前後十三

回観てみるが，大部分「江月濁」に於てである・他に見te人も

あるが，此れは封日照ではなかつナこのかご言ふ入もある．下弦

の二，三日繭が都合がよいさうである．注意を要する．

　爾黄道光ご全然關係のないご思はれる現象が混って現はれる

事がある様であるが，後に述べる・

天文同好會観測部月報

観溺部流星課　　　一月報告

　課長小難孝二郎
一九三〇年一月に於ける流星槻測の報告者は次の通りである．

槻測：者
符客圏測地 時間撒 個藪槻測者

暑
符 槻　測　地 晦間飯 個敏｝

一
…　　r

小園孝二鄭 Ko 津山市 50 16荒木再見 Ar 岡由縣玉島 120 8

原田恭太目 Ha 大分市 240 33長嶺　末造 Na 横須賀軍港 875 9

田中　鐵馬 Ta 縞岡縣筥崎 408 13古畑　正秋 H：u 長塁，f縣岡谷 60 12

山崎　幸夫 Ya 大阪府龍華 105 14宮澤　堂 Mz 朝鮮開城 22（ 6

総観測時敷　　2078分 1徳観担口固敷　　　111個
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　以．しの流星について各回毎に時間，個敷，天候等の要黙を記

せば，

1

日付 obs． 開始時 絡了時 個藪 備　　　考 日付 obs， 開始時 終了時 個籔 備　　　考

工Ya 2h5m 3110m 9 快晴 16 Mz 18b　45m 19h　15m 2 快喘
〃 Na コ830 2130 1

〃 18 〃　．18 50． 19　50 2 〃

2 Ya 315 4　5 5 〃 20 〃 19　　5 20　　5 1
〃

4 Ko 330 35⑪ 6 雲6， 〃 Ta 23　30 24　　0 8 快晴，月二19．

〃 〃 420 45⑪ ユ0 雲3， 22 Mz 19　50 20　20 0 快晴
〃 Ha 410 510 21 雲2， 〃 T．a 22．10 23　10 1 雲5，

〃 H11 4｝；5 535 12 雲1， 23 〃 22　37 23　25 3 〃4，

〃 Na 1855 2王　5 3 雲1， 24 〃 22　30 2露　：㌃0 3 〃1，

5 Ar 340 540 8 雲5 25 Na 20　55 23　10 1 快哺
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2・　四分儀流星．群の出現朕況

　四分儀座（或ひは龍座）流星群は毎年1月上旬特に4日前後に

著しく出現する流星群であるが，本年度の観測は次の如く行は

れた，

日付 観測芦 襯測開女麹測終了 槻測時間 流星藪 四分儀群 全町一時間李均

〔一1 Ya 2h　5m 3hOm 55m 9 1 1．09

2 〃 315 4　5 50 5 1 120
4 Ko 330 350 20 6 6 ユ8．00

4 Ila 410 510 60 21 6 6．00

4 Kて） 420 450 1≧0 01 9 18．00

4 Ilu 435 535 60 」2 8
8
0
0
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Ar 340 5．40 ］20 8
［
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　　四日騰に極大があった事は例年の通りである．出現の程度も

　まつ豊野であったこ云へやう．4El　M外の一時間李二二は著る

　しく憎い・輻射鮎は甚だしく廣がつてみる檬で決定が困難であ

　つた．（輻射貼の欄を参照されナこい）出現が四日のみじ著しい

　こごは軌道の傾斜が殆んご直角に近い値をもつてみる事に起因

　するのであらう・

　　長野の古畑氏観測の輻射瓢を基礎こして計算したる拠物線軌

道は次の蓮bである．天頂引力の影響は僅か45’の程度であt

　て明らかに観測誤差以内のものである爲省いて遣い7こ．

　　　APex＝＝工92．70　　　　　∫＝～　＝＝282．70　　　ω　＝＝180。　　　i＝86．。2

　　　q＝O．9833

　　流星軌道ご地球軌道この交叉黙は明らかに近日鮎であって・

　地球近日黙の方向こもほ5“一致してみる事こなる・輻射貼に大

　きい儲りを持つ理由は説明出癖ない・

3．　観測より誘導しナこる輻射瓢は下記の通りである・
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黄道光課よb………會X諸国へ

　幹　　事：　　亀　　井　　毒　　彦

　近頃，黄道光に封して，注意の眼を向けられる曾員諸氏の，

漸次多敷に赴かんSする傾向を威じて，大獲i：喜ばしいこざS思

ってゐます．で，此後観測報告されんこする方の陀めに希望す

る点を一寸巾し上げます．
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　観測の報告を，軍なる文章を以てされるご云ふこごには，整

理上の種々なる困難をブその任に判る人に威じさせるS云ふこ

ごばかりではなく，努力された観測に封しても・孟ドば以下の慣

値しか認め得ないE云ふ・甚だ遺憾な点があります・ですから

観測は是非こも，星圃にその形をスケッチし，観測事項を併記

して，報告して頂きたいです．

　黄這光観測用Sして，最も便利よく適當な星圖は黄経黄緯に

よるもので，以前，小山秋雄氏が製作にお骨折り下さいました・

現在は，荒木健斑氏（岡山縣玉島町）が，この星圖及び観測

用紙のお世話に書函されてるますから・観測されんεする方は

同氏へ直接遠慮なぐ申越して頂きたいです・

　然し，即時の間に合はない時は，無論ごんな星圖でもよろし

いですが，もし，流星観測用星野を直接使用する場合には，星

圖の性質上，スケッチに多少の注意を要するS思はれます・

　次に，現在観測，報告してみる項目を掲げませう・

（1）　　糊芭i則年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　時　　　　亥ll

（3）シ1イングSeein9・（very　Clear，　Clear，　rather　Cllettl’，｝3ad・の四階級

　　に分つ・）

（4）外形Outline．（Distinct，　rather　Distinct，　lndistinet．　very　lndlstinet．の

　　四階級に分ち・南，北川側を齪測す．）

（5）　明るさ　Brighblegs，（Very：B．iight，　Rright，　Visible，：1？aillt．　の四階級に分

　　ち，同時に銀河の詰る部分の明るさ1：比較して，等光線を書き明るさのT’1・・心線

　　を入れる．）

（6）色Cαdour，　　（7）消　長Pulsation・（8）備　考
（9）　　葎見事者，　槻沢り上也　（束径；，　＃ヒ緯も共rこ。）

　観測法，その他については，此後本誌上に述べすこいご考慮し

てゐますが，重要なる注意の一一・一・Dを記しておく必要があります・

それは，観測前に於て眼を充分暗闇に慣らしておかねばならな

い・ご云ふこごです．從って，観測中にも明るい光に接するこ

ごを避けるやう用意して頂きたいです，

　黄撹光のよく見える季節は大体，
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東翻1へ（日出前11月）li璽㌦（旦鯛

ですが，この他の季節に於ても，勿論注意して観測する必要が

あります．

　観測の登表は御承知の通．リブレタソにしてゐます・

　なほ，整理は稻葉課長に代って及ぱすながら私がしてゐます・

至らない点もあるこごでせうから，皆檬方の御注意により，十

分なものにしナこいご思ってゐます・よろしぐ御鞭燵下さい・

　此後観測されtz方は，一ケ月分を一癖にして可成早ぐ，下記

私宛に直接報告して頂きナこいです・　　〔10，　30．3．26．　i蓄巳〕

　　　　　　　大分縣臼杵町　　　亀　　井　　毒　　彦

曇る3月31日の萸鑑光 荒　　木　　健　　晃

　絡日の雲夕より全く晴れ室冴ゆ，冑西天に於ける黄道光は

明るさいちじるしからざるも，漕長は未だその例を見す，即ち

明るさ急激に衰へ：最小に達するや直ちに復：光をはじめ且復光の

速さも比較的急なり・

　21時既に西夏季線より銀河を越え，黄道に沿ひつS子午線を

横ぎりて畑地季線に達する光あり・黄道帯光こいはんか，封日

照こいはんか，南及び北の外形非常に不明瞭にして，明るさ銀

河よbもや、弱く♪最も強き部分は乙女星座なり・非常にゆる

やかなる小謡園の外形及び明るさの溝長さへ見えたり・

× × × × ×

　黄道光の熱心なる観測者荒木氏より，上掲の報告があった・

スケッチは田平ない穫「明るさ」（Brightness）が弱かったこの

こSである・

　乙女座に於ての著しい明るさは，封日照（Gegensehein）であ

らう．
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　西より：東に，一／筋の帯の如く連下してみる淡い光は，明らか

に黄道帯光Zodiaeal　1｝alld）である・

　私は黄道帯光を見た経瞼はないが，黄道光の明ろさの張い時

期に見えるものであるらしいご聞いてみる・が，内地に於て，

黄道光の大分淡くなってみる3月末にも，なほ見える場合のある

こごを，氏の報告は確實に示してみる・これは観測者の容考S

して，留意すべきこSであるから，スケッチはなぐこも特に報

告されtこのであらう・

　なほ，氏は本年2月下旬にも，黄道帯光を敷回観測され，叉

3月26日には封日照をスケッチされてるる

　が，一般的には二者Sもに近年の観測は甚だ僅少であるから

より　一maの注意ご努力ごが侯ナこれてみるわけである．

　　　　　　　　　　　　　（1930．　4．　6，　T．　K．　記）

彗　星　界　の　置　況

〔ペルテア●シゾスマン●ワクマン彗星〕

　昨年末に登見された井ノVクの彗星が未だ天塞から去らない本

年二月下旬の初めコペソ？・1ゲソから本年最初の193ea彗星の

量見を報じて來た・此の彗星は米國のアマチュア天交家で

1925年にも彗星ぞ登見したこ’tのあるペノvテァPelもier氏で，

二月二十日にヤ1キ1ス天文峯のヴンビiスブルク敷授は雌の

彗星を「小獅子座」の西北隅に見出し，其の位置を精測しtこが

此の早見電報が米國ハiヴ1ド天文毫からコペンハ1ゲンに達

してから僅か二時間維た時に，濁乙ベノンゲドノレフ天文毫のシプ

スマン・フクマン爾氏が同じ此の彗星を同月十八日に螢見しtこ

ごいふ電報がコペン．・・　1’ゲンに達し’tt　’それで此の星は正しく

は「ペノγデァ・シヴスマン・フクマン彗星」ご呼ぶべきである・
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位置は，

　　日　　附
1930年2月18日（宇宙時）22時29，4分

il　il　20　N（　，1　）4　10．t）

赤倥こ1930・0）　赤網（19・　・；0・0）　　光度

9．　h：’｝｛in40．s3　十　3）4”46’ll　”　10in

！　2Lt　38．　q．　十40　21　5to　11

であって，蓮動は殊に速く，毎日

　　　　　　赤裡は　　】二；m減じ，　　赤緯　　4。檜す．

從って，二見後，此の星は急速に西北へ走って，三月一日には

「きりん座」に入り，其の頃から幾らか速さが鈍って，同時に

経路も轡曲し始め，遽に四月二三日頃から東へ縛頭して了つtz

叉，光度も急に減じて，三月には13等ざなb，四月には14等こ

なって了つナこ．從って観測も今後は大望遠鏡でなくては駄目で

ある．軌道はメラi氏やパフ1・ホイプノレ爾氏のものが

あるが，最も正確なのは未だ登表されてみない近
H点は去る一一　ft　15日に下野したもので，軌道面傾斜角は100度

に近く，叉，去る二月十五日頃には地球へ極めて近づいセ・（距

離約0・2輩位），　從って光度も勿論10等以上であったのだらう

が，其の頃未だ登憎しなかったのは残念であっtこ・

〔バイ　エル彗星〕

　本年の第二彗星は，ド■ツ國ハムブノVク郊外グロ1スボノンテ

ノレのグソメルト天交豪にみるバイS／V（Beyer）氏が三見した

もので，口は三月十一一一　H，星の位置は赤門6時5分，赤緯（北）

32。 F，帥ち「駅着座」の東野を北行中であっナこ・光度は！0等

雫ご報せられすご．此の星の登見電報は，かの超海王星登見の公文

ご一つになって日本へ到着した・此の星は，・ペノvリン天文毫の

プラ1ゲノV氏が，エノンノスタ1機で撮った寓眞原板を槍査して

見て，既に本年1月23日以來の爲眞に出てみるこSを報告した

が，我が國でも，花山天交豪で渡邊理二士が二月二十日以來小



222 彗　星　界　の　近　況

遊星観測のため撮影した寓眞板上に見つけられた．渡邊氏は其

の後引きつS“き’今日も尚ほ此の星の寓眞観測をつSN’けてるる・

事由はエレミノV，・“ワ1氏等のものも登表されてみるが，花山

の渡邊氏のものを別記した・之れで見るご，近日点蓮過は四月

十七日で，傾斜角は71度を越え，近日点距離は2斜位以上であ

る．此の星は三月中，　「駅者座」のテ，一ミ爾星の東を北行して

ゐ7こが，四月に入って，著しく進路を東に恥じた．光度は余b

攣らない・

　　　　　　　　　　〔ヰ　ル　ク　彗　星〕

　三月下旬に入って，本年の第三彗星が二見されだ・登見者は

例のボ1ランド國クラカウ天文毫の井ノソク氏，日は三月二十一

日，星の位置は赤経1時27分，赤緯（北）18P3で「魚座」の東北

邊であっtz・光度は7等S報せられナこ・すぐ花山でも観測を始め

たが，三月末に近づくに從ひ，光りは増して確かに5等級以上

にもな・b，毎日西方に小望遠鏡でも見られる明るさであっtz・

既の星は四月に「アンドロメ座」に入るざ共に一天の星こなb‘

四月末には「ざかけ座」に入った・今後も可な6長く見える筈

である・二度ばかbの尾を持ってるて，可なり珍らしい形であ

る・しかし，肉眼ではもはや望めない・軌道はメラ1，ホイプ

ノv，バナシi井チ諸氏のものがあるが，こ＼にはメラ1氏の改

正要素を掲げた・近日点は三月二十八日に通過しすこものらしい・

傾斜角は67度牛，近日点距離は0．48軍位こいふ珍らしい小さい

ので，三って光度が明るかった理由も判明した・クロムメyソ

老は此の星をテ罪コ彗星の再蹄だらうご言ってみる・

月日点通過

近日点引数

昇交点黄径

傾　　　斜

近日点距離

計　算　膏

1930a，ペルテア

1月15．日686

：｝2tbe　10．t：）

147　33．2

99　54．6

1．0878

メラ1

19・　30b，バ1エル

4月16．日697

L）；；e　se｝．ro

116　24．：｝

72　10．0

2．0832

渡邊氏

1930c，井ルク

3月28．日794

46i　46．’6

9，0　3．7

67　：｝9．6

0．48322

メラ1（改）


